
第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

1.   市立図書館における子ども読書活動推進

課題（1）　　市立図書館資料の計画的な整備

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(1)-①
児童書および子ども
の読書に関する市立
図書館資料の整備

枚方市立図書館蔵書計画に基づ
き、児童書および子どもの読書に
関する市立図書館資料を計画的か
つ系統的に整備する。

子ども読書活動推進関
連資料の収集
＊団体貸出図書の充実
601冊
＊評価の定まった乳幼
児向け図書のさらなる
充実631冊
＊ヤングアダルト向け
資料の積極的な収集
202冊
*その他　803冊
＊合計2,237冊

中央図書館

1-(1)-② 児童書の充実
枚方市立図書館資料選書基準等に
基づき、児童書の充実を図る。

児童選書基準に基づ
き、延べ５０回選書会
議を行い,購入した。
＊文学672冊
＊絵本757冊
＊その他808冊
＊合計2,237冊

中央図書館

課題（2）　　読書に親しむ機会の提供

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(2)-①
乳幼児を対象とした
おはなし会の実施
（対象：0～2歳児）

中央図書館および地域の図書館や
分室において、年間を通して乳幼
児を対象としたおはなし会を定例
で実施し、子どもに読書の楽しさ
を伝えるとともに、乳幼児期から
の読書に対する周囲の大人の関心
を高める。

定例開催
4館7室
延べ197回実施、
子ども1,036人、
大　人　945人、
合　計1,981人参加

中央図書館

実績
体系番号 具体的な施策 取り組みの方向

担当課
（関係課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

資料２ 
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

課題（2）　　読書に親しむ機会の提供

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(2)-②

幼児から小学生を対
象としたおはなし会
の実施　（対象：3
歳児以上）

中央図書館および地域の図書館や
分室において、年間を通して幼児
から小学生を対象としたおはなし
会を定例で実施し、子どもに読書
の楽しさを伝えるとともに、子ど
もの読書に対する周囲の大人の関
心を高める。

定例開催
8館8室
延べ1,033回実施、
子ども3,496人、
大　人1,193人、
合　計4,689人参加

中央図書館

1-(2)-③
子どもの利用促進を
目的とした行事の実
施

定例のおはなし会以外に、中央図
書館および地域の図書館や分室に
おいて、講演会・ワークショッ
プ・工作教室・ストーリーテリン
グなどを実施し、子どもに読書の
楽しさを伝えるとともに、子ども
の読書に対する周囲の大人の関心
を高め、子どもの利用促進を図
る。

学休期などに不定期に
開催
8館8室
延べ117回実施、
子ども3,164人、
大　人　263人
合　計3,427人参加

中央図書館

1-(2)-④
「こどもの読書週
間」に合わせた行事
の実施

「こどもの読書週間」に合わせ、
中央図書館および地域の図書館や
分室において催しを実施し、子ど
もに読書の楽しさを伝えるととも
に、子どもの読書に対する周囲の
大人の関心を高める。

「ひらかた絵本まつ
り」
とき：4/22～5/12
場所：8館9室
延べ43回実施、
内容：読み聞かせなど
子ども298人、
大　人 77人、
合　計375人参加

中央図書館

1-(2)-⑤
子どもを対象とした
図書館だよりなどの
配布

中央図書館および地域の図書館や
分室において、図書館職員が薦め
る図書や新刊図書を掲載した子ど
も対象の図書館だより・ブックリ
ストを作成・配布し、子どもの読
書意欲の喚起を図る。

5館3室、
年間延べ40回発行
11,720部配布

中央図書館

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(3)-①

多様な形式の市立図
書館資料の充実　＊
1-(1)-①・1-(1)-②
と関連

枚方市立図書館蔵書計画および枚
方市立図書館資料選書基準等に基
づき、漫画・点字資料・大活字資
料・デイジー※3（音声デイ
ジー・マルチメディアデイジー）
資料など、障害の有無に関わらず
情報を得ることができる多様な形
式の市立図書館資料の充実を図
る。

（受入数）
大活字資料369冊
デイジー96冊
手話・字幕付DVD11冊
漫画3,461冊
合計3,937冊

（蔵書数）
大活字資料7,594冊
デイジー852冊、
テープ1,438冊、
点字3,965冊、
手話・字幕付DVD
71冊、
手話・字幕付ビデオ
３冊
漫画58,664冊
合計72,587冊

中央図書館
（障害福祉
室）

「世界のバリアフリー
絵本展2011」開催
とき：9/17-9/27
(講演会：9/23)
場所：中央図書館
参加人数：
子ども223人、
大  人422人、
合  計645人参加

1-(3)-②
日本語を母語としな
い子どもへの読書支
援の実施

枚方市立図書館蔵書計画および枚
方市立図書館資料選書基準等に基
づき、外国語で書かれた市立図書
館資料の充実を図るとともに、多
文化理解促進に向けた取り組みを
実施する。

「国際おはなし会」
とき：9/22-9/23
場所：中央図書館
参加人数：
子ども65人、
大人177人、
合計242人参加

国際読み聞かせボラン
ティア：延べ55人
言語：12言語

中央図書館

体系番号

課題（3）　　読書に障害のある子どものための条件整備

具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(3)-③
手話でたのしむおは
なし会の実施

手話による絵本の読み聞かせを中
心にしたおはなし会を年間を通し
て定例で実施し、聴覚障害を持つ
子どもへの読書活動推進および聴
覚障害に対する理解促進を図る。

とき：第4土曜日
　　　延べ12回
場所：中央図書館
参加：
子ども175人、
大  人112人、
合  計287人参加

中央図書館
（障害福祉
室）

1-(3)-④
病院内でのおはなし
会の実施

自動車文庫による病院での訪問お
はなし会を年間を通して実施し、
市立図書館への来館が困難な子ど
もへの読書活動推進を図る。

自動車文庫事業の見直
しにより24年度は実施
しなかった。

中央図書館

取り組みの方向
実績

課題（3）　　読書に障害のある子どものための条件整備

体系番号 具体的な施策
担当課

（関係課）
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(4)-①

★ヤングアダルト層
を対象とした市立図
書館資料の充実 ＊
1-(1)-①・1-(1)-②
と関連

枚方市立図書館蔵書計画および枚
方市立図書館資料選書基準等に基
づき、ヤングアダルト層を対象と
した市立図書館資料の充実を図
る。

中央図書館２階に
「ティーンズコーナ
―」を設置した。
文学1039冊、
絵本108冊、
その他242冊、
合計1389冊

中央図書館

1-(4)-②

★ヤングアダルト層
を対象とした行事の
実施　＊1-(2)-③と
関連

中央図書館および地域の図書館や
分室において、ワークショップや
読書会など、ヤングアダルト層に
読書の楽しさを伝える催しを実施
し、利用促進を図る。

「ことばにであう！暗
唱大会」
とき：10/28
場所：地域活性化支援
センター
参加者19人のうち中学
生７人出場。（人数は
1-(2)-3に含む）

「中学生の調べ学習コ
ンクール」
とき：3/13-3/31
場所：中央図書館
出展：中学生293人
来場：786人（出展者
含む）

中央図書館

1-(4)-③

★ヤングアダルト層
を対象としたブック
リストの配布　＊1-
(2)-⑤と関連

ヤングアダルト層を対象とした市
立図書館職員が薦める図書のリス
トを作成・配布し、ヤングアダル
ト層の読書意欲の喚起を図る。

ブックリストを1300部
作成し、市内公私立中
学校や図書館カウン
ターで配布した。

中央図書館
（教育指導
課）

1-(4)-④
中学校・高等学校図
書担当者との情報交
換

市内の中学校および高等学校の図
書担当者との情報交換を行い、ヤ
ングアダルト層の読書活動推進を
図る。

市立中学校教諭との懇
談会２回、私立中学校
へのイベントの案内２
回、高校教諭へのブッ
クリストの案内１回

中央図書館
（教育指導
課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向

★は特に重点的に取り組む施策

実績

課題（4）　ヤングアダルト層の利用促進

担当課
（関係課）
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(5)-①
★学校図書館整備へ
の支援

学校図書館の整備にあたって必要
な情報提供を行う。

教育指導課との協議１
回

中央図書館
（教育指導
課）

1-(5)-②
★市立図書館資料の
団体貸出の実施

学校図書館機能の補完的役割とし
て市立図書館資料の団体貸出を行
い、教科・総合的な学習の時間に
おける調べ学習や朝の読書活動な
どの実施を支援する。

読書支援
小学校21校4,400冊

調べ学習
小学校14校、
中学校5校、
合計19校、2,651冊

中央図書館
（教育指導
課）

1-(5)-③
★図書に関する情報
提供

学校図書館資料選定に向けた情報
提供や市立図書館職員が薦める図
書リストの配布など、学校図書館
資料の充実に向けた支援を行う。

小学校教諭研修会に
て、小学生向けのおす
すめ本リストの配布、
全公私立中学校に中学
生向けおすすめ本リス
トの配布を行った。

中央図書館
（教育指導
課）

1-(5)-④
学校訪問（おはなし
会等）の実施

市立図書館職員が学校を訪問し、
おはなし会やブックトークなどを
通して子どもに読書の楽しさを伝
えるとともに、子どもの読書環境
整備に対する教諭の関心を高め
る。

小学校18校に延べ18回
実施

中央図書館
（教育指導
課）

1-(5)-⑤
市立図書館見学の受
け入れ

児童・生徒・教諭に対して市立図
書館の役割や使い方などを説明
し、読書への関心を高めるととも
に市立図書館への理解を促す。

６館で８小学校の見学
を受け入れた。

中央図書館
（教育指導
課）

取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

★は特に重点的に取り組む施策

体系番号 具体的な施策

課題（5）　　学校図書館との連携
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(6)-①
読書ボランティア養
成講座・スキルアッ
プ講座の実施

地域で自主的に活動する読書ボラ
ンティアの育成および支援のた
め、定期的に読み聞かせやストー
リーテリングなどの子どもの読書
に関する講座を実施する。

＊ストーリーテリング
ボランティア養成講座
とき：9/4-10/13
場所：香里ケ丘図書館
講師：枚方おはなしを
語る会
受講者延べ64人
発表会に子ども9人、
大人8人、合計17人が
参加した。
＊スキルアップ講座
「10代の読書につい
て」
とき：11/28
場所：中央図書館
講師：土居安子（大阪
国際児童文学館）
受講者54人

中央図書館

1-(6)-②

子どもの読書に関す
る市立図書館資料の
充実　＊1-(1)-①と
関連

枚方市立図書館蔵書計画および枚
方市立図書館資料選書基準等に基
づき、子どもの読書に関する市立
図書館資料の充実を図る。

ボランティア支援図書
601冊購入
＊1-(1)-①と関連

中央図書館

1-(6)-③
読書ボランティア交
流会の実施

情報交換の場として、市内で活動
する読書ボランティアの交流会を
定期的に開催し、活動の充実への
支援を図る。

とき：2/7
場所：中央図書館
内容：ストーリーテリ
ングなどの技術などに
ついて情報交換
参加：40人

中央図書館

実績 担当課
（関係課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向

課題（6）　　読書ボランティアへの支援
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

1-(6)-④
読書ボランティアに
よるおはなし会など
の実施への支援

活動内容への助言など、読書ボラ
ンティアが自主的におはなし会な
どを実施するための支援を行う。

「ひらかた読書ボラン
ティアのなつやすみお
はなし会」開催
とき：7/21-8/26
場所：8館3分室
出演：12団体
参加：
子ども350人、
大　人173人、
合　計543人参加

「ボランティアによる
おはなし会」に会場提
供
回数：延べ159回
場所：7館4室
出演：11団体
参加：
子ども1,068人
大　人　711人
合　計1,921人参加

中央図書館

1-(6)-⑤
市立図書館資料の団
体貸出の実施

おはなし会などの活動に必要な市
立図書館資料の団体貸出を行い、
読書ボランティアの自主的な活動
を支援する。

212団体
42,071冊貸出実施

中央図書館

1-(6)-⑥
図書に関する情報提
供

おはなし会などの活動の充実に向
けて、市立図書館職員が薦める図
書リストの配布や読書相談などを
行う。

おすすめ本リスト3種
（ブックスタート、幼
児から小学生、中学生
向け）を配布

中央図書館

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

課題（6）　　読書ボランティアへの支援
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2.   保育所（園）・幼稚園における子ども読書活動推進

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

年齢、発達にあった絵本を選
択し、子供の状態に合わせた
読み聞かせを行う。子供が選
びやすいように、年齢にあわ
せて、置く位置(高さ）を検討
した。

子育て支援室

市内全11園において、
幼稚園教諭等による読
み聞かせなどを実施。

教育指導課

保育者対象研修(各園2～3
回）。地域の保護者向け研修
（読み聞かせ・絵本の魅力
等）を実施（地域支援セン
ター3園各3～4回約320人）。
保育所だよりや懇談会で、絵
本を紹介し絵本の大切さを伝
えている。

子育て支援室

市内全11園において、社会人
活用事業の活用等により、地
域人材やPTAの協力で読み聞か
せやストーリーテリング等を
実施。

教育指導課

読書週間以外に、日常的に絵
本に触れる機会を作る。(絵本
の貸出日（各園・週一回）図
書館利用日（利用園は週1回）
保護者会の図書委員会に参加
（各園・年間3～5回）図書の
充実等保護者と検討してい
る。

子育て支援室

登園時・降園時に直接保護者
に伝えたり、ポスター等の掲
示物により、「こどもの読書
週間」について周知。（全11
園）

教育指導課

課題（2）　　図書、施設等の整備

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

子供、保護者、地域の親子が
自由に絵本に触れ、見やすい
環境を設定し、貸出を行って
いる。地域への貸し出しは、
利用者が増加している。

子育て支援室

絵本コーナーを設置の
上、読み聞かせ等、継
続的に取り組んだ。
（全11園）

教育指導課

実績

2-(1)-①
年齢に合わせた絵本
の読み聞かせなどの
実施

実績 担当課
（関係課）

課題（1）　　読書に親しむ機会の提供

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向

担当課
（関係課）

2-(1)-②
子どもの読書に関す
る行事の実施

子どもおよび子どもに関わる大人
に対して読書の楽しさや大切さを
伝えるための催しを実施する。

2-(1)-③
「こどもの読書週
間」に合わせた取り
組みの実施

「こどもの読書週間」の周知に努
め、子どもに読書の楽しさを伝え
るとともに、子どもの読書に対す
る周囲の大人の関心を高める。

具体的な施策 取り組みの方向

子どもの発達段階に応じた絵本の
読み聞かせなどを通して、子ども
に読書の楽しさを伝えるととも
に、読書に対する子どもの関心を
高める。

2-(2)-① 絵本コーナーの運営
絵本の充実などを継続的に進め、
子どもが本とふれあう機会の拡充
を図る。

体系番号
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

3.   学校における子ども読書活動推進

課題（1）　　学校図書館の計画的な整備　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

3-(1)-①
★学校図書館資料の
充実

学校図書館図書標準※6に基づ
き、学校図書館資料の充実を図
る。

各学校園の図書購入費
については、教育総務
課が学校規模に応じた
額を一般財源で予算
化。
＜平成24年度決算額＞
小学校　約27,336千円
中学校　約17,475千円
幼稚園　　 約678千円

教育指導課

課題（2）　　学校教育における読書指導の充実　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

3-(2)-①
★学校図書館を利用
した学校教育の充実

学校図書館を活用し、教科や総合
的な学習の時間における調べ学習
の推進を図る。

教科や総合的な学習の
時間における調べ学習
等で活用。

教育指導課

課題（3）　　読書に親しむ機会の提供

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

3-(3)-① 朝の読書活動の実施
朝の読書活動を継続して実施する
ことによって、子どもに読書の習
慣づけを行う。

一斉読書も含め、市内
全小中学校で実施。

教育指導課

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

体系番号 具体的な施策
担当課

（関係課）

★は特に重点的に取り組む施策

体系番号

取り組みの方向
実績

★は特に重点的に取り組む施策
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

課題（3）　　読書に親しむ機会の提供

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

3-(3)-②
読み聞かせなどの実
施

絵本の読み聞かせなどを通して、
子どもに読書の楽しさを伝える。

地域人材等の活用によ
る読み聞かせなどを実
施したのは、42小学
校・３中学校。

教育指導課

3-(3)-③
児童・生徒を対象と
した図書だよりなど
の配布

推薦図書などを掲載した子ども対
象の図書館だよりなどを作成・配
布し、子どもの読書意欲の喚起を
図る。

図書館だよりは、27小
学校・全中学校で作成
し、配付。

教育指導課

3-(3)-④
「こどもの読書週
間」に合わせた取り
組みの実施

「こどもの読書週間」の周知に努
め、子どもに読書の楽しさを伝え
るとともに、子どもの読書に対す
る周囲の大人の関心を高める。

全小中学校で、「こど
もの読書週間」につい
て周知した。

教育指導課

課題（4）　児童・生徒の自主的活動の促進

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

3-(4)-①
図書委員会活動の推
進

図書委員会活動を通して、読書に
関する児童・生徒の自主的な取り
組みを促進し、読書に対する子ど
もの関心を高める。

全小中学校で図書委員
会を組織し、読書活動
の推進を図った。

教育指導課

担当課
（関係課）

取り組みの方向
実績

体系番号 具体的な施策

担当課
（関係課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

4.   地域・家庭における子ども読書活動推進

課題（1）　　読書に関する理解の促進

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

4-(1)-①
枚方版ブックスタート
※7の実施

1歳の誕生日月の子どもを対象
に、保育所（園）で絵本の読
み聞かせを行い、絵本を1冊プ
レゼントする「枚方版ブック
スタート」を通して、子ども
に絵本の楽しさを伝えるとと
もに読書に対する保護者の関
心を高める。

市内55か所の保育所
(園）で実施してい
る。概ね、2,200人の
参加がある。

子育て支援室

4-(1)-②
母子保健事業※8にお
ける読書活動の推進

母子保健事業のあらゆる機会
に、絵本の読み聞かせ等を行
うとともに、乳幼児おすすめ
絵本リーフレット等を配布
し、子どもの読書活動の基盤
づくりを図る。

・妊娠届出時に、絵本に関す
る内容を盛り込んだ「すくす
く子育て手帖」を配付（妊娠
届出数　3,347件）
・マタニティスクールにて、
保育士による絵本の読み聞か
せ体験を実施（参加者数159
人）
・枚方市立図書館等より提供
を受けたリーフレットを4か月
児健診受診者に配付（4か月児
健診受診者数　3,276人）
・乳幼児健診時の待合室に絵
本を設置（乳幼児健診開催回
数　177回）
・1歳6か月児健診、2歳6か月
児歯科健診、3歳6か月児健診
において、待合の時間を利用
して保育士による絵本の読み
聞かせや手遊びを実施（年間
122回）
・生涯学習市民センター等で
実施している乳幼児健康相談
の来所者に、同日に開催して
いる図書館のお話し会（蹉跎
図書館・楠葉図書館）への参
加を勧奨（年間20回）

保健センター

4-(1)-③
留守家庭児童会室に
おける読書活動の推
進

入室児童への読み聞かせや市立図
書館への訪問などを実施し、子ど
もが本に触れる機会を増やす。

留守家庭児童会室にお
いて、読み聞かせを４
回実施。（西長尾・津
田南・田口山・春日）

放課後児童課

担当課
（関係課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

課題（1）　　読書に関する理解の促進

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

4-(1)-④
ふれあいルーム※9の
実施

本とふれあいながら親子の交
流を図る「ふれあいルーム」
を通して、子どもに絵本の楽
しさを伝えるとともに読書に
対する保護者の関心を高め
る。

図書館等8か所で10市
民団体が、絵本の読み
聞かせや紙芝居、手遊
びなどを実施し、子育
て親子の絵本への関心
を高めている。全ルー
ムでの参加人数16,041
人、開設日数347日

子育て支援室
(中央図書館・
生涯学習課）

4-(1)-⑤

子どもの読書に関す
る講演会や講座の実
施＊1-(2)-③・1-
(6)-①・2-(1)-②と
関連

子どもの読書に関する講演会や講
座などを実施し、子どもの読書に
対する周囲の大人の理解促進を図
る。

講師を招き保護者、地域の親
向けの研修を開催。絵本の大
切さを伝えた。親子で楽しめ
る絵本の取り組みとして、読
み聞かせ等のミニ講座を日常

的に行った。

子育て支援
室・中央図書

館

5.   子ども読書活動推進にかかわる人材の育成

課題（1）　　市立図書館における人材の育成　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

5-(1)-①
★あらゆる子どもに
読書の楽しさを伝え
る技術について

職員を対象に、読み聞かせ・ス

トーリーテリング※10・ブック

トーク※11など、子どもに読書の
楽しさを伝える技術について研修
を実施する。

テーマ：ストーリーテ
リング
とき：11/14
場所：中央図書館
参加人数：11人

中央図書館

5-(1)-②
★子どもの本につい
て

職員を対象に、新刊を含めた出版
状況や児童書の選び方などについ
て研修を実施する。

テーマ：児童書の選書
について
講師：土居安子（大阪
国際児童文学館）
とき：2/26
場所：中央図書館
参加人数：22人

中央図書館

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）
体系番号
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

課題（1）　　市立図書館における人材の育成　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

5-(1)-③
★子どもの発達段階
と読書について

職員を対象に、子どもの発達段階
に応じた読書について研修を実施
する。

テーマ：中学生を対象
とした選書について
とき：6/1-6/30
場所：各図書館
参加人数：40人

中央図書館

課題（2）　　保育所（園）・幼稚園における人材の育成　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

絵本コーナーで、新刊や年齢
にあった絵本を紹介、掲示す
る。年齢、発達に応じた絵本
の選び方をについて、保護者
会、図書委員会、懇談会の場
で伝えた。子供と保護者に読
み聞かせを行い、保護者が絵
本の良さを実感する機会を

持った。

子育て支援室

６月11日
「ブックトークを子ど
もの読書活動にいか
す」
外部講師を招聘
64名
教育文化センター

教育研修課

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

★は特に重点的に取り組む施策

5-(2)-① 子どもの本について
新刊を含めた出版状況や児童書の
選び方などについて研修を実施す

る。
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

課題（2）　　保育所（園）・幼稚園における人材の育成　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

絵本講座で絵本の発達
にかかる力、読み聞か
せ方などを、学ぶ。職
員間で読み聞かせを行
い、相互の技術向上に
つなげた。

子育て支援室

６月11日
「ブックトークを子ど
もの読書活動にいか
す」
外部講師を招聘
64名
教育文化センター

教育研修課

課題(３)　　学校における人材の育成　

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

5-(3)-①
★学校図書館の役割
と活用について

学校教育の充実に必要な学校図書
館の機能や具体的な活用方法につ
いて研修を実施する。

６月11日
「ブックトークを子ど
もの読書活動にいか
す」
外部講師を招聘
64名
教育文化センター

教育研修課

5-(3)-②
★司書教諭の役割に
ついて

学校において子ども読書活動推進
の核となる司書教諭の役割につい
て研修を実施する。

６月11日
「ブックトークを子ど
もの読書活動にいか
す」
外部講師を招聘
64名
教育文化センター

教育研修課

　　　　　　　★は特に重点的に取り組む施策

体系番号 具体的な施策 取り組みの方向
実績 担当課

（関係課）

実績 担当課
（関係課）

取り組みの方向

5-(2)-②
子どもに読書の楽し
さを伝える技術につ

いて

読み聞かせなど、子どもに読書の
楽しさを伝える技術について研修

を実施する。

体系番号 具体的な施策
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第２次枚方市子ども読書活動推進計画　（進捗管理表）

※11  テーマに沿って本を紹介すること。本への興味を喚起する目的を持つ。読書への導入手段として用いられる。

※4 「保育所保育指針」第3章 保育の内容　厚生労働省　平成20年告示・「幼稚園教育要領」第2章 ねらい及び内容　文部科学省　平成20年告示

※7　絵本の楽しさや大切さを体験するとともに、親子のふれあいを一層深めてもらう機会として実施。1歳の誕生日月の子どもを対象に、保育所（園）で絵本の読み聞かせを行い、絵本を1冊プレゼ
ントする。

※1　図書館サービスの対象としてのヤングアダルトは、主に中学生・高校生を指す。身体的・情緒的発達特性を踏まえ、彼らの興味や関心、学習などに関する資料要求に応えるため、図書館サー
ビスの対象分野のひとつとして取り扱うことがある。

※8  ４か月児、１歳６か月児、２歳６か月児（歯科）、３歳６か月児を対象とした乳幼児健康診査、乳幼児健康相談、子育てに関する講演会など。

※9　本とふれあいながら親子が交流できる場。子育て経験の豊富な市民スタッフによる絵本の読み聞かせやミニ講座なども行う。

※10  物語を覚えて語ること。「おはなし」ともいう。耳から聞く言葉を通して物語を楽しむことは、活字を読んで具体的にイメージする力を養うことにも結びつく。読書への導入手段としても用いられ
る。

※2　昭和34年（1959年）に始まる。もともとは5月1日～14日（こどもの日を含む2週間）。平成12年（2000年）の「子ども読書年」を機に、4月23日～5月12日に期間を延長。子どもの読書振興を目的と
する。

※3　Digital Accessible Information System (誰でも使える情報システム)の略称で、スイスに事務局を置く国際非営利団体のデイジー・コンソーシアム（http://www.daisy.org）が維持・管理の責任を
負って無償で提供する国際規格です。DAISY規格の特徴は、インターネットのホームページに使われている無償で利用できる国際規格のみを組み合わせて、文字・音声・画像を同期させることに
よって、様々な障害がある人々と高齢者にも使えるマルチメディア文書を簡単に作り出せることです。既存のマルチメディアと違って、見るか、聞くか、指先で読むかのどれかができれば、必要な情報
が得られます。（「ＤＩＮＦ障害保健福祉研究情報システム」ＨＰより）

※5　「小学校学習指導要領」・「中学校学習指導要領」文部科学省　平成20年告示

※6　公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準を示したもの。文部省　平成５年
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